
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
県議会では第 3回定例会が始まり、前半は

9月 8日から 10月 14日まで、後半は 11月 25

日から 12 月 18 日までの日程で開かれます。 

その間に決算特別委員会も断続的に 9日間

開催され、2024年度決算の審査も行われます。 

 

 

 

 
 

 

県民の思いを県政に！ 
◆意見書（案）提出 
共産党県議団は定例会毎に意見書（案）を提出しており、今回も３本提出しました。定例会前半

の最終日の１０月１４日の本会議で、この採否が審査されます。 

●物価高騰対策として消費税減税に早期着手することを求める意見書（案） 

 物価高騰や実質賃金低下により国民生活は極めて厳しい事態にあることから、国民生活安定と

地域経済の立て直しのために消費税減税に早期に着手することを国に求めます。 

●女性差別撤廃条約選択議定書の速やかな批准を求める意見書（案）  

日本は１９８５年に女性差別撤廃条約を締結しましたが、７月時点で条約締約国１８９カ国中

１１５カ国が女性差別撤廃条約選択議定書を批准しており、国に速やかな批准を求めます。 

●物価・人件費の高騰等に対応した診療報酬の大幅な引き上げを求める意見書（案） 

病院団体の調査では全国７割の病院が赤字で、帝国データバンクによれば昨年度は過去最高の

６４病院が倒産・廃業しており、診療報酬の大幅引き上げや緊急財政支援を国に求めます。 

◆質問趣意書を提出 
共産党は議席数の関係で本会議質問は概ね年１回しかできないため、定例会毎に一般質問に代わ

る文書質問（質問趣意書）を提出しています。今回は以下の６項目を質問しました。１０月１４

日に知事や県当局からの回答が判明しますので、詳細は後日お知らせいたします。 
 
①国際園芸博覧会における工事代金不払いのない公正な契約履行の確保について 

②「いのちのとりで裁判」最高裁判決を受けた神奈川県の対応について 

③外国人優遇デマへの対応と県の多文化共生社会推進に資する広報戦略について 

④中井やまゆり園元利用者の死亡事案を受けた県の対応と今後の障害福祉の在り方について 

⑤川崎ストーカー殺人事件の教訓と県警の組織的課題の克服について 

⑥法人二税超過課税の使途について 
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神奈川県議会 2025 年 第 3 回定例会（前半） 
9 月 8 日（月）～10 月 14 日（火） 

 

 

［構成］35人／自民 16、立民 7、未来 4、 
公明 3、維新 2、県政 2、共産 1 
◎委員長：自民 〇副委員長：公明・立民 

 
［開催日］10月 9日・15日・16日・20日・ 

22日・24日・28日・30日／11月 4日 
 

今年度の共産党の決算特別委員は、大山

奈々子県議が努めます。2024年度一般会計

や特別会計を予算項目別に審査し、質疑を

行います。傍聴を希望される方は、県議団

事務局までご連絡ください。 

〔井坂しんや県議〕〔大山奈々子県議〕〔木佐木ただまさ県議〕 
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